
○ どちらの段落も，最初の文（リード文）に段落の

テーマが示されている。

○  Wheelchair basketball では特別な車いすを使

用している。本文中には“He is in a special 

wheelchair.”と示されており，この is は「～に

いる」という存在を表す用法である。

　なお，これらのまとめは，「この He は誰のこと？」

というように生徒に問いかけながら行いました。生

徒からは答えが次々に返ってきて，「個」や「ペア」

での活動の中で，本文をくり返し読んでいた成果だ

と感じました。

⑷　本授業における工夫と生徒の思考の関係

　本授業における工夫と，生徒の思考の関係はおお

よそ次のようであったと考えます。

今日の単語難しいなぁ。こんなに

一気に覚えられないよ。

今日の単語はワークシートに意味

まで載っているので大丈夫！

なんだ，それなら安心だ！　がん

ばって読むぞ！

えー！　こんなに長い文章，私に

は読めないよ。

今日は，個人で読んだ後，ペアで

話し合いをしてもらいます。

ちゃんと話し合えるように，がん

ばって読まなくちゃ！

車いすバスケットボールの特徴を

「４つ」書きましょう。

４つ？３つじゃないのかな？

ペアで話し合ってください。

いくつ見つけた？　私はここにあ

る３つは見つけたんだけど…

【新出語句の導入場面】

【活動の流れを確認する場面】

【「個」から「ペア」の活動に移行する場面】

このようにまとめてみると，生徒の思考をアクティ

ブな状態に保つためには，明確な見通しをもつこと

が大切であることが分かります。つまり，「自分に

もできそうだ」「次にこれをするから，まずこれをし

なければ」「自分一人ではわからないから，ここを相

手に聞いてみよう」といった見通しをもたせるよう

工夫することで，生徒の目が輝く Reading の授業

を行うことができるということです。そのため，授

業を計画する際には，授業の各場面で生徒にどのよ

うな見通しをもたせるか，ということを常に意識す

る必要があると考えます。

⑸　今後の課題

　今回の授業については，上に示したように，生徒

の思考をアクティブな状態に保つことに，ある程度

成功したのではないかと考えています。しかし，課

題もあります。それは，教室内で使用する英語を

もっと増やすべきだ，ということです。生徒の実態

を考えると，どうしても日本語で話す場面が増えて

しまいました。しかし，今後は読んだことをもとに，

さらに英語でコミュニケーションを図らせることも

可能になるよう，授業を改善していきたいと考えて

います。

3．おわりに

　USE Read をアクティブに行うには，Con-

tent-Based であることが前提条件だと私自身は考

えています。NEW CROWN の USE Read は，

語数が多く，難しいという意見をよく耳にしますが，

一方で，内容的には非常に興味深いテーマであり，

読 み が い が あ る の が 特 徴 で す。 つ ま り，Con-

tent-Basedの授業や，ここに示したようなアクティ

ブ・ラーニングの考えを取り入れた授業を行うには

もってこいの教材だと言えるのではないでしょう

か。生徒の思考をアクティブに保つための工夫をち

りばめながら，生徒の目が輝く USE Read の授業

を，今後も研究していきたいと思います。

　さて，次回は，アクティブ・ラーニングを取り入

れた授業を成功させるために必要な，英語授業のし

つけや，GET における言語活動の工夫について紹

介します。
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1．はじめに

　海
かい

田
た

町は広島市に隣接する自然に恵まれた町で，

4 つの小学校と 2 つの中学校があります。海田町の

小学校では平成 23 年度以前には，学級担任と ALT

のティーム・ティーチング（TT）で，第 1 学年から

第 6 学年まで年に数回の外国語（英語）活動を実施

してきました。しかしながら，実施時数や指導内容

は学校間で大きなばらつきがある状態でした。平成

23 年度以降は，低・中学年は従来の体制を維持し

つつ，高学年では JALT（日本人専科指導員，1 名）

が 4 小学校すべての外国語活動に T2 として入り，

学級担任との TT 体制を整えてきました。

　海田町では，平成 25 年度までの実践をふり返り，

そこに見られた課題解決を目指すべく，平成 26 年

度より新たな取り組みを行っています。その新たな

取り組みの代表的なものが高学年でのモジュール授

業の導入です。本稿では，平成 26 年度より始まっ

た海田町 4 小学校全体でのモジュールの取り組み

についてご紹介します。

2．モジュール導入の背景

⑴ 児童の自己評価から見えた課題

　平成 25 年度終了時点で外国語活動の評価の 3 観

点に対する児童の自信の自己評価を調査したとこ

ろ，表 1 の結果を得ました（調査対象第 5 学年）。「慣

れ親しみ」への肯定的評価が他の 2 観点より低いこ

とが課題として見えてきました。

表 1　平成 25 年度終了時点の児童の自己評価
肯定的評価をした児童（％）

第 5 学年
コミュ 87.1

慣れ親しみ 71.8
気付き 84.4

　※コミュ：コミュニケーションへの関心・意欲・態度
　　慣れ親しみ：外国語への慣れ親しみ
　　気付き：言語や文化に関する気付き

⑵ 授業研究から見えた課題

　授業研究を繰り返す中で，授業中に使用する英語

の少なさがしばしば指摘されました。特に，日本語

での話し合いや，ふり返りの時間が長いことへの指

摘がなされました。例えば，劇を行うときに，セリ

フを考えたり，話し方を考えたりなど，日本語を使っ

て行う時間が長く，児童が英語を活用する時間が短

い状況が見られ，英語を使用する，英語に触れる時

間の短さが課題として挙がりました。

　外国語への慣れ親しみへの自信が低い状況と，授

業における英語の使用量の少なさの両方を打開する

方策として，英語に触れる頻度を増やすことが考え

られましたが，年間 35 時間の外国語活動の時数を

増やすことはできない状況でした。

松 宮 奈 賀 子 　 M a t s u m i y a  N a g a k o

（広島大学大学院教育学研究科）

清 水 由 美 子 　 S h i m i z u  Yu m i k o

（広島県安芸郡海田町立海田小学校）

英語表現に触れる頻度を
高めるカリキュラム
―モジュール導入　その１
　カリキュラムと環境整備
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　英語の gentleman は，古フランス語の gentilz 

hom （man of noble birth）が，12 ～ 13 世紀に

中英語に入ってきた複合語である。gentle は，of 

noble birth，well born，high born で，「生ま

れが良い」という意味である。さらに，gentle の由

来を溯ると，ラテン語の gentilis（gens 種族，家

族＋ itils）に辿り着く。そうなると，gentleman

はさしずめ「家柄がよい一族の出身者」としてもよ

いであろう。対になる lady の元の意味の「パンを

こねる人」と比べると，gentleman は由緒正しい

家系から出ている。

　gentleman を具体的な人間社会の階層にあては

めると「上流社会の人」となる。英国は階級社会で，

王室や貴族は上流階級である。貴族は，公爵，侯爵，

伯爵，子爵，男爵と呼ばれる人たちで，王室と共に

世襲である。この人たちが gentleman のいわば本

家のような位置づけになる。男爵の中には「一代男

爵」と呼ばれて，首相，両院議長，最高裁判事，政

党の長などに認められる例がある。サッチャー元首

相は一代男爵である。

　これら貴族の次の位に郷紳（きょうしん，gen-

try）がいる。郷紳は地方に住む地主層で，その地方

の行政職や裁判官などを引き受けて，慈善事業など

も積極的に行ってきた。身分は貴族ではないが，中

流階級ではなく，上流階級のうちの下の位にあると

いう位置づけになる。この郷紳は，大別して，準男

爵（baronet），騎士（knight），従騎士（esquire）

に分かれる。16 世紀前半あたりから gentleman

にこれらの郷紳も加わるようになった。

　gentleman は，一般の辞書によると，「紳士：

教養があり礼儀正しい人」とある。日本語の「紳士」

は漢語の「搢紳（しんしん）の人」に由来するが，

「官位が高く，身分もある人」という意味であるの

で，gentleman の訳語としてはぴったりである。

儒教に由来する「君子」（学識・人格ともに優れ，徳

行の備わった身分官位の高い人）も訳語としてはあ

てはまる。

　徳目に加えて多少の補足をすると，gentleman

は本来，地主などのように働かないで暮らしていけ

る人でなければいけない。つまり，地主としての土

地賃貸料や農場の所有者（経営者ではない）として

の収入で生活ができる人である。また，これに付随

して，持てる富を貧しい人たちに分け与えたり，世

のため人のために福祉や慈善事業を行っている人で

ある。いわゆるノブレス・オブリージェ（noblesse 

oblige，高い身分の人たちに伴う精神的な義務）を

持っている人である。

　さらには，『話題源英語』（井上雍雄代表，東京法

令出版，1989）の永嶋大典氏の説明を借りると，「慌

てたり，騒いだりしない人」とある。たとえば，

café で tea を注文して，出された tea を見ると，

異物が入っていたとする。このような時に，店員を

呼びつけて文句を言うのは gentlemanlike ではな

い。さりげなくもう 1 杯注文して，最後に 2 杯分

支払って店を出るのが，gentleman だという。

　このような gentleman については疑問が残る向

きもあると思われるが，とりあえずこれを認めると

すると，よほど家柄がよくないとこの境地に達する

ことはできない。この点，英国は，アメリカ合衆国

のように，だれでものし上がることができ，一代で

社会の第一人者になれる世界とは異なる。英国は，

It takes three generations to be a gentle-

man. と言われる社会である。

　藤原正彦氏（「管見妄語」『週刊新潮』2015.6.25）に

よれば，日本は「もともと教養や品性を重んじ，江

戸時代には武士階級に，その後はエリートに国を任

せる」英国型の国であったが，近年はアメリカ型に

なったという。確かに，近年のグローバル人材の育

成は，誰でも参加できる経済上の競争原理が根底に

ある。大学の人文系科目の削減，TOEFL の大学入

試利用などの教育施策にも露骨な実用主義が前面に

出ている。全体として「品格」が薄れて，人間関係も

余裕がなくなってきた。つまり，gentlemanlike で

はなくなってきた。是非が問われる大問題である。

3．カリキュラム変更―モジュールの導入

　前記のような課題と状況を踏まえ，海田町では，

学習の頻度を高めるために，カリキュラムを変更し，

モジュールを導入することを決めました。

　モジュールを導入するにあたり，まず年間指導計

画 を 見 直 す こ と と し ま し た。 こ れ ま で は Hi, 

friends!（文部科学省）を使用し，その指導の順序

や内容，教材等は各担任と JALT が相談をして進め

ていたため，各校で指導内容に違いがある状況でし

た。平成 26 年度にモジュールを導入する際に，Hi, 

friends! を主に使用することは継続しましたが，

指導の順序や単元構成を見直し，4 校共通の年間指

導計画を作成しました。また自作の共通教材も取り

入れることとしました。

　モジュールでは45分授業を20分と25分に分け，

週 2 回の授業を行うこととしました。そして，各

単元の最終時のみ 45 分授業を行っています。

　20 分と 25 分のモジュールと組み合わせる他教

科については，各学校の裁量としました。例えば，

国語や算数のドリル学習を行ったり，総合的な学習

の時間として短時間で行う内容を取り入れたりする

など，各学校で工夫をしていきました。

　最初のうちは，児童も指導者もモジュールの形態

に慣れていないため，なかなかスムーズに授業を切

り替えることができなかったり，機器の準備に時間

がかかって，活動時間が短くなってしまったりする

など困難な面も見られました。そのため，特別教室

への移動を無くし，それまでプロジェクターとスク

リーンを準備してデジタル教材を提示していたもの

を，タブレット端末と大型 TV の使用に切り替えま

した。またカード教材にあらかじめ磁石を貼り，す

ばやく掲示できるようにしたり，ICT 教材に変え

たり，ふり返りカードを工夫したりするなどの，活

動時間の効率化も図りました。

　そして単元の最後の時間は 45 分とし，じっくり

とコミュニケーションを図る時間を設定し，単元構

成を行いました。

4．モジュール導入に伴う環境整備

モジュール導入に伴って，次のような環境（体制・

設備）を整えました。

⑴ JALT 2 名体制設立

これまで1名であったJALTを2名採用し，モジュー

ル導入に伴う授業回数増に対応できるようにしまし

た。

⑵ 外国語活動コーディネーターの配置

　4 小学校全てで，一定の指導を保証するために，

町全体で統一のカリキュラム，学習指導案，教材を

活用することにしました。そのため，町内小中 6

校を兼務する「外国語活動コーディネーター」を配

置しました。コーディネーターは中学校の英語科教

員および小学校での学級担任の経験を持っており，

カリキュラムや学習指導案の作成から，各校の指導

へのアドバイスや研修を担当しています。また中学

校を主に担当する「英語科コーディネーター」も配

置し，連携を密に行いました。

⑶ グローバル教育推進委員会の設置

　町全体が一体となって指導に取組むため，各小学

校から 1 名（計 4 名），中学校は英語科教員全員（2

中学校で 6 名），上述のコーディネーター 2 名，

JALT2 名の 14 名が委員となり，グローバル教育推

進委員会を発足させました。平成 26 年度は 11 回

の研修を実施しました。

⑷ タブレット端末，ICT 教材の活用

　音声・デジタル教材や絵カード等を収容した端末

を活用することで，準備にかかる時間を短縮し，円

滑な授業実施ができるように工夫しました。

⑸ ふり返りカードの工夫

　ふり返りカードの記入の時間を短縮するために，

短時間でめあてに対して適切なふり返りができるよ

うな形式のふり返りカードを作成しました。

　次号は，モジュールの授業の様子（内容）とふり

返りカードの工夫についての紹介と、モジュールの

成果と課題についてご報告いたします。

gentleman
単 語 の 文 化 的 意 味（ 8 8 ） 森 住  衛 　 M o r i z u m i  M a m o r u 　（ 桜 美 林 大 学 ）
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